
高冷地花きコンサルツ

代表　大
おお

平
だいら

　民
たみ

人
と

筆者略歴
1965年長野県農業講習所卒業、同年
から長野県職員。上伊那普及所にて
アルストロメリアの産地化、花き専
門技術員、南信農業試験場にて花き
係設置にともなう基礎づくり、農事
試原村試験地にて圃場の基盤整備と
それにともなう試験地運営などに従
事。2004年退職後、高冷地花きコン
サルツ開業。

・・・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
た
め
の

　
　

 

基
礎
知
識
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
に
は
、
何
か

ら
取
り
組
め
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

ま
ず
、
現
在
の
花
き
情
勢
や
経
済
状
況

を
知
る
こ
と
、
そ
し
て
生
産
者
と
し
て

持
つ
べ
き
視
点
や
課
題
を
把
握
す
る
こ

と
で
す
。

　

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
実
行
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
ま

ず
顧
客
主
義
（
売
れ
る
も
の
を
作
る
こ
と
）
と
、
最
終

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
こ
と
を
基
本
と
し
ま
す
。

そ
し
て
、
ニ
ー
ズ
適
合
（
領
域
参
入
）
か
ら
ニ
ー
ズ
創

造
（
自
社
、
ブ
ラ
ン
ド
）
型
（
写
真
1
）
へ
の
移
行
と

い
っ
た
戦
術
や
、
Ｔ※

１

Ｐ
Ｃ
戦
略
が
重
要
と
さ
れ
て
い
ま

す
（
詳
し
く
は
「
認
定
農
業
者
の
経
営
改
善
ブ
ッ
ク
」

を
参
照
）。

1 

切
り
花
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
と

　

 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
視
点

　

こ
れ
ら
の
対
応
と
し
て
、
「
花
を
暮
ら
し
に
取
り
込
む

活
動
の
推
進
」
「
競
争
力
強
化
に
向
け
た
花
き
産
地
の
生

産
供
給
体
制
の
確
立
」
と
い
っ
た
施
策
を
掲
げ
、
花
の
普

及
と
、
生
産
お
よ
び
販
売
の
強
化
を
目
指
す
こ
と
と
し
て

い
ま
す
（
詳
細
は
平
成
20
年
12
月
農
水
省
発
表
の
「
花
き

を
め
ぐ
る
情
勢
」
を
参
照
）。

QA

国
内
に
お
け
る
花
き
情
勢
の
変
化

●
情
勢
の
変
化
…
成
長
作
目
と
さ
れ
る
花
き
生
産
と
切
り

花
需
要
は
、
横
ば
い
か
ら
減
少
傾
向
に
転
じ
た
。
作
付

面
積
、
産
出
額
も
減
少
傾
向
に
あ
る
。

●
切
り
花
の
消
費
…
１
年
に
一
度
も
切
り
花
を
購
入
し
た

こ
と
の
な
い
世
帯
が
60
％
に
上
っ
た
ま
ま
で
あ
り
、
消

費
性
向
け
の
カ
ジ
ュ
ア
ル
化
の
ニ
ー
ズ
は
充
足
さ
れ
ず
、

個
性
化
ニ
ー
ズ
が
顕
在
化
し
た
。

59 2009. タキイ最前線 秋号

　 　 　 　 
切り花経営を始めたい！
　 初歩からの実践講座 8

マーケティング
の方法

最終回

↑新しい切り花品目の開拓と、情報発信事例。

写真1

※1．ＴＰＣ…具体的なマーケティング戦略を立てるのに必要な、ターゲット（Target）、ポジショニング   
 　　　　　　（Positioning）、コンセプト（Concept）のこと。
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2 

世
界
同
時
不
況
が
も
た
ら
す
切
り
花
へ
の
影
響

　

オ
ラ
ン
ダ
の
Ｖ
Ｂ
N
市
場
で
は
２
０
０
９
年
１
月
か

ら
、
東
京
都
中
央
卸
売
市
場
で
も
２
月
か
ら
、
取
扱
単

価
と
金
額
の
低
下
が
顕
著
に
な
り
ま
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ

の
花
輸
出
額
か
ら
見
た
国
別
の
減
少
状
況
を
勘
案
す
る

と
、
不
況
の
影
響
が
世
界
的
に
顕
在
化
し
た
と
推
測
さ

れ
ま
す
（
詳
細
は
「
高
冷
地
花
き
コ
ン
サ
ル
ツ
、
Ｈ
Ｐ

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
参
照
）。

3 

生
産
者
側
の
志
向
と
視
点

　

生
産
者
は
次
の
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
内
在
す
る
課
題
に
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。

・・・
主
な
販
売
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
動
向
・・・・・・・

販
売
戦
略
で
重
要
な
販
売
チ
ャ
ン
ネ
ル
に

つ
い
て
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
特
徴
、
変
化
を
つ
か
み
経

営
へ
反
映
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

●
販
売
数
量
の
低
下
を
回
避
す
る
に
は
、
採
算
性
確
保
の

手
段
を
講
じ
な
が
ら
、
一
層
ホ
ー
ム
ユ
ー
ス
需
要
へ
と

シ
フ
ト
す
る
。

●
数
量
増
大
や
単
価
向
上
の
た
め
、
個
性
化
や
さ
ま
ざ
ま

な
利
用
場
面
、
形
態
な
ど
、
多
様
化
し
た
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
商
材
を
積
極
的
に
開
発
、
拡
大
す
る
（
写
真
2
・

3
）。

●
前
述
の
取
り
組
み
や
施
策
推
進
情
報
を
最
終
利
用
者
お

よ
び
業
界
へ
適
時
発
信
す
る
こ
と
が
重
要（
写
真
4
）。

●
再
生
産
可
能
な
取
引
価
額
を
確
保
す
る
た
め
、
生
産
費

が
取
引
単
価
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
な
、
ま
た
、
新
規
開

発
品
目
の
先
駆
利
潤
を
確
保
で
き
る
よ
う
な
場
や
仕
組

み
が
重
要
。

●
後
継
者
の
確
保
が
進
ま
な
い
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
消
費

者
ニ
ー
ズ
の
対
応
を
含
め
、
経
営
を
改
善
す
る
意
欲
も

低
下
。
若
い
経
営
者
に
よ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
の

活
性
化
に
期
待
。

●
市
場
出
荷
に
重
点
を
置
く
経
営
体
で
は
、
煩
雑
さ
を
回

QA

避
す
る
た
め
、
販
売
先
（
買
参
、
小
売
店
）
と
の
直
接

取
引
は
望
ま
ず
市
場
経
由
の
形
態
を
重
視
し
て
い
る
。

●
市
場
を
介
し
て
な
ど
、
最
終
利
用
者
と
の
ニ
ー
ズ
・
シ※
２

ー
ズ
情
報
の
交
換
や
、
販
売
先
と
の
連
携
活
動
を
強
化

す
る
こ
と
に
よ
る
、
取
引
高
度
化
の
指
向
。

●
情
報
の
確
保
に
よ
る
、
よ
り
経
営
適
合
性
の
高
い
販
売

チ
ャ
ン
ネ
ル
へ
の
挑
戦
。

 

市
場

●
花
き
の
市
場
経
由
率
は
83
％
（
平
成
17
年
）
と
、
流
通

の
主
体
に
な
っ
て
い
る
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
の
拡
大
な
ど
か
ら
、
相
対
取
引

が
70
〜
80
％
を
占
め
る
。

●
卸
や
中
卸
側
と
生
産
者
が
連
携
し
て
の
需
要
開
拓
、
販

売
促
進
活
動
が
活
発
化
し
て
き
た
（
次
頁
写
真
5
・
6

・
7
）。

●
生
産
者
側
と
し
て
は
、
主
体
と
な
っ
た
相
対
取
引
に
対

応
す
る
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
の
展
開
が
重
要
。

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売

●
経
営
理
念
に
沿
い
、
販
売
価
額
を
自
己
決
定
で
き
る
と

い
う
面
で
、
意
識
度
が
高
い
。

●
消
費
者
の
利
用
環
境
が
高
い
…
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

者
数
が
約
9
0
0
0
万
人
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

　

ピ
ン
グ
の
利
用
経
験
率
が
約
90
％
と
な
り
、
消
費
財
の

購
買
手
段
と
し
て
定
着
し
た
。
消
費
者
向
け
電
子
商
取

引
（
Ｂ
t
o
Ｃ
）
の
規
模
は
、
通
信
販
売
事
業
が
属
す

る
総
合
小
売
分
野
で
１
兆
円
余
（
全
体
の
5
分
の
1
）

と
な
っ
た
（「
経
産
省
電
子
商
取
引
実
態
調
査
20
年
8

月
」
よ
り
）。

●
切
り
花
の
取
引
形
態
コ
ン
テ
ン
ツ
の
事
例
…
個
々
の
経

営
体
で
の
取
り
組
み
が
主
体
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
持
ち
、

い
ろ
い
ろ
な
検
索
サ
イ
ト
を
利
用
す
る
。
商
取
引
の
運

営
形
態
は
、
受
注
発
送
に
お
け
る
経
営
体
の
主
体
度
に

よ
り
、
お
よ
そ
4
形
態
に
分
け
ら
れ
る
。

60 2009. タキイ最前線 秋号

写真2

写真4

　　　　　　　　→
組織によるアルスト
ロメリアの販売促進、
品種需要動向の調査
（東京）。

写真3

↑花店では、アレンジ・ブーケタイ
プ形態の販売が増加（2002年ベル
ギー（右）、 2008年東京（左））。

※2．シーズ…生産者、経営者が持つ技術やノウハウ、アイデアなどのこと。
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・・・
主
要
販
売
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
、

　
　

市
場
に
お
け
る
相
対
取
引
下
で
の
販
売　

　
　

〜
実
際
を
知
り
戦
術
・
戦
略
に
生
か
す
〜

　
　
　

（
協
力
：
な
に
わ
花
い
ち
ば
、
宇
田
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

例
え
ば
、
相
対
取
引
す
る
場
合
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
べ
き
で
し
ょ
う
か
？

取
引
の
実
際
を
知
り
、
ポ
イ
ン
ト
を
把
握

し
て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
。

1 

相
対
取
引（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
が
主
）の
過
程

①
産
地
か
ら
の
出
荷
情
報
は
、
担
当
者
に
よ
り
す
ぐ
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
へ
入
力
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
に

か
け
ら
れ
る
。

②
出
荷
情
報
が
早
い
ほ
ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
の
時

間
を
長
く
確
保
で
き
る
の
で
有
利
（
一
般
的
に
、
ネ
ッ

ト
は
セ
リ
よ
り
も
高
値
で
安
定
）。
例
：
金
曜
日
が
セ

リ
の
場
合
…
水
曜
日
（
２
日
前
）、
木
曜
日
（
１
日
前
）

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
を
実
施
す
る
。

③
物
流
の
作
業
…
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
売
買
が
成
立
↓
そ

の
情
報
に
基
づ
き
、産
地
情
報（
生
産
者
、
品
目
、
品
種
、

等
級
、
本
数
、
口
数
）
と
買
参
人
コ
ー
ド
を
バ
ー
コ
ー

ド
に
印
刷
↓
荷
受
け
担
当
者
↓
現
物
が
到
着
↓
荷
受
け

担
当
者
が
出
荷
ケ
ー
ス
に
バ
ー
コ
ー
ド
を
貼
付
（
木
曜

日
の
夕
方
〜
金
曜
日
の
朝
２
時
く
ら
い
ま
で
）
↓
自
動

仕
分
け
シ
ス
テ
ム
へ
投
入
↓
買
参
人
番
号
ご
と
の
台
車

に
積
ま
れ
る
（
完
了
）
（
写
真
9
・
10
・
11
）。

↑市場における取引展示会の様子。

→
市
場
な
ど
で
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
や

ロ
ビ
ー
展
示
の
事
例
。

 

直
売
所
の
活
用

●
地
産
地
消
に
よ
る
利
点
（
鮮
度
・
収
益
率
ア
ッ
プ
）
を

生
か
せ
る
た
め
、
利
用
が
拡
大
し
て
い
る
（
写
真
8
）。

利
用
環
境
の
現
状
は
、
全
国
の
農
産
物
直
売
所
数
が
1

 

万
3
5
0
0
余
店
舗
。
そ
の
う
ち
、
常
設
・
有
人
・
周

年
（
週
3
日
以
上
営
業
）
営
業
店
は
4
6
4
5
カ
所
で
、

　

年
間
平
均
売
上
額
は
約
１
億
円
。
作
目
別
売
上
額
に
占

め
る
「
花
き
・
花
木
」
の
割
合
は
４
番
目
で
、
約
9
％

　

と
な
っ
て
お
り
、
10
％
以
上
の
店
は
34
％
に
上
る（「
2

 

0
0
5
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
「
19
年
地
産
地
消
の
実
態

お
よ
び
推
進
効
果
の
把
握
に
関
す
る
調
査
」
「
平
成
19

年
農
産
物
地
産
地
消
等
実
態
調
査
」
よ
り
）。

●
切
り
花
専
業
生
産
者
に
と
っ
て
は
、
下
位
等
級
品
の
有

利
販
売
と
、
販
売
先
の
多
様
化
目
的
の
利
用
が
増
大
。

 

経
営
体
間
の
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン

●
流
通
を
と
も
な
う
関
連
会
社
や
経
営
体
の
グ
ル
ー
プ
に

属
し
、
契
約
販
売
を
行
う
チ
ャ
ン
ネ
ル
。
最
近
で
は
国

内
の
業
務
用
キ
ク
流
通
グ
ル
ー
プ
、
オ
ラ
ン
ダ
の
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
流
通
な
ど
に
、
そ
の
事
例
が
見
ら
れ
る
。

●
生
産
者
の
手
取
り
価
格
の
高
さ
と
、
収
益
予
測
を
立
て

ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
経
営
効
果
を
持
つ
。

 

契
約
販
売

●
花
束
、
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
業
者
な
ど
と
の
契
約

販
売
が
あ
る
。

 

輸
出

●
国
内
に
お
け
る
販
売
単
価
の
低
迷
か
ら
、
輸
出
に
よ
る

打
開
を
求
め
、
そ
の
可
能
性
を
探
る
動
き
が
強
い
。

●
現
実
的
に
、
先
進
国
へ
輸
出
し
て
も
採
算
性
は
乏
し
く
、

ア
ジ
ア
な
ど
の
富
裕
層
へ
向
け
た
高
品
質
品
の
輸
出
に

期
待
が
か
か
る
。

QA

↑市場でのレファレンステスト事例。

→
道
の
駅
直
売
所
の
様
子
。
切
り
花
、

鉢
物
、
苗
物
と
、
置
き
場
が
分
化

し
て
い
る
。

写真8

61 2009. タキイ最前線 秋号

写真5

写真6

写真7
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2 

価
格
決
定
の
方
法
お
よ
び
生
産
者
側
か
ら
の
希
望

　
 

価
格
提
示
の
扱
い

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
、
大
手
系
統
か
ら
は
希
望
販
売

価
格
の
連
絡
が
入
り
、
上
場
価
格
に
な
る
。
愛
知
A
、

福
岡
Y
の
輪
ギ
ク
産
地
か
ら
は
生
産
費
が
市
場
に
提
示

さ
れ
、
希
望
価
格
が
出
さ
れ
て
、
そ
れ
が
か
な
り
反
映

さ
れ
て
い
る
（
価
額
形
成
力
強
）。
個
人
で
も
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
価
格
の
希
望
を
出
せ
る
。
そ
れ
以
外
は
前
日

ま
で
の
セ
リ
値
、
入
荷
量
な
ど
か
ら
値
を
決
め
ら
れ
る
。

②
上
場
し
た
値
で
売
れ
な
け
れ
ば
、
時
間
と
と
も
に
値
を

下
げ
て
い
く
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
も
セ
リ
と
同
様

の
経
過
）。

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
残
し
た
品
が
翌
日
の
セ
リ
に
か
か

る
と
同
時
に
、
一
定
量
以
上
は
セ
リ
に
残
す
よ
う
配
慮

さ
れ
て
い
る
（
写
真
12
）。
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価
格
決
定
か
ら
見
た
生
産
農
家

　

（
含
む
共
販
組
織
）
側
の
留
意
点

　

主
流
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
で
は
現
物
な
し
で
取
引

さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
新
品
目
や
品
種
は
、
画
像
を

添
付
し
た
り
、
生
産
、
出
荷
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
を
つ
け

る
な
ど
、
情
報
の
発
信
が
重
要
と
な
り
ま
す
（
た
だ
し
、

機
械
セ
リ
で
は
時
計
に
希
望
価
格
を
表
示
し
て
い
な
い
。

産
地
情
報
だ
け
を
表
示
）。
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
は
信
用
で

取
引
さ
れ
る
た
め
、
固
定
客
が
多
く
、
お
の
ず
と
生
産
者

の
格
づ
け
が
で
き
あ
が
っ
て
き
ま
す
。
自
由
経
済
で
は
原

則
と
し
て
需
要
と
供
給
で
値
が
決
ま
る
た
め
、
花
屋
が
欲

し
い
品
目
、
品
種
、
品
質
で
あ
る
か
ど
う
か
が
キ
ー
ポ
イ

ン
ト
と
な
り
ま
す
。

生
産
、
販
売
を
行
う
場
合
、
個
人
と
グ
ル

ー
プ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
か
？

そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
は
表
に
詳
し
く
挙
げ
ま

し
た
。
特
徴
を
生
か
し
て
発
展
さ
せ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

個
人
の
経
営
体
、
花
き
部
会
な
ど
に
所
属
す
る
経
営
体

と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
す
ば
ら
し
い
経
営
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
経
営
者
に
共
通
す
る
点
は
、
植
物
を
よ
く
見
て
理
解
、

制
御
が
で
き
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
上
手
で
、

進
取
の
精
神
が
旺
盛
な
方
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
経
営
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
行
動
の
特
質
を
表
に
掲
げ

ま
し
た
。
特
徴
を
生
か
し
て
先
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

視点 個人の経営体の特徴 組織員としての経営体の特徴

経
営
行
動

1．個人の経営体では、トップの能力や識見などのみに経営が左
右される。そして、能力差がシビアに経営へ反映され、それ
が経営体間の優劣差となる。

2．基本的には、経営体の理念に沿った技術開発、新技術や品種
の導入、効率化やコスト低減などへの投資および行動が可能
なため、積極的でスピーディーに行える。

3．情報活動は、経営方針や行動にもよるが、積極的な場合は交
換レベルが高く、範囲も広くなり、高度な情報が収集されや
すい。

4．マーケティングに関しても同様である。

1．一般的に、行動別の組織は作目別部会・グループであり、意
思決定に個々の経営体事情を反映できず、経営者の理念発揮
には限定される部分もある。
2．構成員の経営の等質性が小さいと、統一などの意思決定が遅
れやすい。
3．技術の開発および導入や、情報活動（取得周知内容と範囲・
伝達・交換）のレベル向上などへの対応は、オピニオンリー
ダーの存在とリーダーシップ、事務局・担当者の識見などに
より左右されやすい。産地間差や構成員間差の発生も同様で
ある。
4．経済背景を持つ組織（ＪＡなど）では、資金調達、制度づく
りや導入、資機材購入時の規模の有利性発揮、税務処理など
の利便性が高い。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
行
動

1．市場取引対象：販売面で、長期・多量・平均出荷には規模の
有利性が発揮しにくい。一方、品質の高位均一化は、企業マ
インドを高めれば確保が容易で、対象を限定した販売では優
位性を確保しやすい。

2．市場外取引対象：インターネット販売のように、経営理念や
方針が反映されたり、意思決定にスピードを要求されたりす
るチャンネルには、有利性を発揮しやすい。また、水平的イ
ンテグレーションのように、品質の高さと、構成員の均一性
を求めるチャンネルにも適する。

1．市場取引対象：共選共販などの組織販売は、販売量や販売期
間の確保といった点からは有利といえる。その反面、構成員
のモラルなどの差異により、品質や均一性に格差を生じやす
く、負のスパイラルに陥る危険性も内在する。
2．市場外取引対象：高品質・均一性の確保を組織内部のグルー
プ化などにより確立すれば、市場外チャンネルへの対応度も
高まる。この場合、意思決定の方法確立について十分検討し
ておく必要がある。

QA

62 2009. タキイ最前線 秋号

↑写真9から順に、荷受け作業、バーコード貼付、自動仕分
け、機械セリ（なにわ花いちば、宇田アドバイザー提供）。

写真9

写真10

写真11

写真12

表　経営行動、マーケティング行動に対する個人と組織員別経営体の特質（グループの特質はこの中間に位置づけ）

※ご愛読いただきました「切り花経営を始めたい !　初歩からの実践講座」は、今回が最終回となります。長い間
ありがとうございました。筆者のHPもぜひご覧ください。（http://www.koureichikaki-consul.com）（編集部）
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